
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 岐阜市立岐阜特別支援学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月４日（火）～１０日（月）、３０日（日） 

実 施 概 要 

 

・１１／４～１０    第２回自由参観週間（終日授業参観：保護者） 
・１１／１０ 第５時限 授業参観及びアンケートの実施（保護者） 
・１１／１０ 授業参観及び学校運営協議会の実施（学校運営協議委員） 
・１１／３０ ふれあいフェスタ 

実 施 内 容 

 

 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ２００ 人 
計 ２０５ 人 

地域関係者 ５ 人 

 実 施 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

・６月には、第１回自由参観週間(６／２～６)として、期間中にＰＴＡ授業
参観、学級懇談会や高等部における修学旅行報告会、就業体験出発式等
を行っている。小学部５８人、中学部４７人、高等部６８人、合計１７
３人の参加があった。 

・「ふるさと教育週間」中に実施した第２回自由参観週間には、小学部５２
人、中学部４６人、高等部１０２人、合計２００人の参加があった。 
１１月１０日には、保護者による授業参観に加えて、学校運営協議会委
員の授業参観を実施した。学校運営協議会委員による授業参観は、参観
していただく学部を変えて学期ごとに実施しており、各学部の様子をじ
っくり参観していただき、授業についても具体的なご意見を頂いている。 

・１１月３０日には「ふれあいフェスタ」として、日頃の教育活動の成果
を保護者や地域住民に発表する予定である。小学部は学習発表会、中学
部・高等部は作業学習の発表および販売・体験活動を計画しており、た
くさんの参観者を見込んでいる。 

成果及び課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１回自由参観週間において、事前に保護者へ授業参観アンケートの依
頼説明文書を配付した上でアンケートを実施したことで、参観の視点を
明確にし、保護者からの率直なご意見を伺うことができた。その結果を
各学部で分析し、成果と課題を明らかにした。その後、全校職員で共通
理解を図り、２学期の実践を進めた。尚、この結果は学校便り、学部便
り等で保護者にも伝えている。 

・第２回自由参観週間においても、６月と同様の方法で授業参観アンケー
トを実施した。第２回学校運営協議会においても、「授業改善」（一人一
人が意欲的に活動する場面や、個々の実態に応じた目当てと手立てを工
夫した授業展開）に取り組んだ成果を評価していただいた。徐々に支援
を減らしていった状況を思い描きながら、児童生徒が主体的に取り組む
姿を想像することの大切さや、具体的な支援のあり方についての示唆を
いただいた。 

・授業参観には大変多くの保護者に参加していただき、中には数日に
わたって参観される方もあり、本校の教育に対しての期待の大きさ
が伺われた。今後も本校の教育活動に対する理解をさらに深めてい
くことが必要である。特に高等部においては、第２回自由参観週間
に就業体験報告会を期間中に実施したり、就業に向けた学年懇談会
を開いたりしたことで、第１回より多くの保護者の方に出席してい
ただくことができた。 

 


